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サックス・山口マリさん
ベース・西川和一郎さん
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��
年
ぶ
り
２
回
目
の
開
催
！

地
元
徳
島
支
部
か
ら
は
３
名
が
出
場
予
定

採石業・残土処理業・産業廃棄物処理業
一般廃棄物再生処理業・産業廃棄物収集運搬業
一般廃棄物再生運送業・一般貨物自動車運送業
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関
西
ジ
ャ
ズ
巡
り
、
今

回
は
サ
ッ
ク
ス
と
ベ
ー
ス

の
デ
ュ
オ
ラ
イ
ブ
だ
。
場

所
は
大
阪
市
浪
速
区
の

「
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ　

ｂ
ａ
ｒ　

Ｓ
．
Ｏ
．
Ｒ
ａ
」。
ジ
ャ
ズ

の
醍
醐
味
が
満
喫
で
き
る

ラ
イ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
サ
ッ

ク
ス
が
山
口
マ
リ
さ
ん
、

ベ
ー
ス
が
西
川
和
一
郎
さ

ん
。
数
年
前
か
ら
コ
ラ
ボ

し
て
い
る
だ
け
に
、
息
の

合
っ
た
ス
リ
リ
ン
グ
な
即

興
演
奏
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
た
。

　

山
口
さ
ん
は
関
西
を
中

心
に
活
動
す
る
。
歌
手

の
円
広
志
さ
ん
お
気
に

入
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

だ
。
サ
ッ
ク
ス
は
十
六
歳

か
ら
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ

ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
と
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
を
こ
な
す
。

　

西
川
さ
ん
は
ベ
ー
ス
や

ギ
タ
ー
、
ウ
ク
レ
レ
を

演
奏
。
Ｄ
Ｊ
や
コ
ン
ポ
ー

ザ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

な
ど
複
数
の
顔
を
持
つ
マ

ル
チ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
だ
。

ヨ
ガ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
で
も
あ
る
。

　

二
人
は
数
年
前
か
ら

デ
ュ
オ
コ
ラ
ボ
を
ス
タ
ー

ト
。
各
地
の
ラ
イ
ブ
ス

ポ
ッ
ト
に
出
演
し
て
い
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
中

心
に
し
た
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
ラ
イ
ブ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。

　

当
日
も
サ
ッ
ク
ス

と
ベ
ー
ス
の
自
由
奔

放
な
掛
け
合
い
で
楽

し
ま
せ
て
く
れ
た
。

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
裏
付
け

ら
れ
た
ジ
ャ
ズ
マ
イ
ン

ド
が
溢
れ
出
る
ラ
イ

ブ
演
奏
。
今
後
の
活

躍
が
注
目
だ
。

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

鼓
膜
の
切
開
手
術
を
受

け
、
出
血
。
意
識
不
明
に

陥
っ
た
八
十
代
女
性

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

　

訴
え
ら
れ
た
の
は
医
療

法
人
大
櫛
耳
鼻
咽
喉
科
（
大

櫛
弘
篤
理
事
長
）。
徳
島
市

寺
島
本
町
で
医
院
を
経
営

し
て
い
る
。
同
医
院
は
高

度
な
技
術
を
要
す
る
外
科

的
治
療
で
有
名
だ
。
代
理

人
は
島
田
清
弁
護
士
。

　

訴
え
た
の
は
徳
島
市
内

の
八
十
代
の
女
性
Ｏ
さ
ん
。

令
和
四
年
六
月
か
ら
意
識

不
明
で
寝
た
き
り
状
態
だ
。

吉
成
務
弁
護
士
が
令
和
五

年
三
月
、
成
年
後
見
人
に

選
任
さ
れ
た
。
裁
判
の
代

理
人
も
同
弁
護
士
だ
。

　

裁
判
資
料
に
よ
る
と
、
Ｏ

さ
ん
は
令
和
四
年
六
月
四

日
、
大
櫛
耳
鼻
咽
喉
科
で
右

鼓
膜
切
開
の
手
術
と
通
気
治

療
を
受
け
た
が
、
両

側
前
頭
葉
静
脈
性
梗

塞
等
の
傷
害
が
発
生
。

意
識
の
な
い
状
態
に

陥
っ
た
。　

　

Ｏ
さ
ん
は
現
在
も

意
識
不
明
の
状
態
で
、

人
工
呼
吸
器
で
呼
吸

が
管
理
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
植
物
」

状
態
に
陥
っ
た
Ｏ
さ

ん
。
裁
判
の
争
点
は

同
医
院
の
医
療
ミ
ス

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

「
不
法
行
為
が
あ
っ

た
」
と
損
害
賠
償
求

め
た
患
者
側

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

Ｏ
さ
ん
側
は
大
櫛

耳
鼻
科
医
院
の
医
療

ミ
ス
を
指
摘
。
不
法

行
為
や
診
療
契
約
上

の
債
務
不

履
行
が

あ
っ
た
と

し
て
、
医

療
法
人
に

対
し
、
損

害
賠
償
を

求
め
て
い

る
。
請
求

額
は
約

六
、
六
二
一

万
円
だ
。

「
原
告
（
Ｏ

さ
ん
）
は
令

和
四
年
六
月

四
日
、
右
鼓

膜
切
開
手
術

と
耳
管
処
置
、

通
気
治
療
を
受
け
た
。
被

告
（
大
櫛
耳
鼻
咽
喉
科
）

は
診
療
契
約
上
の
注
意
義

務
を
怠
り
、
右
頚
静
脈
球

損
傷
の
傷
害
を
与
え
た
。

被
告
は
傷
害
が
発
生
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
告
に
通
気
治
療
を
施
行

し
、
静
脈
内
空
気
塞
栓
症

を
発
症
さ
せ
た
。
さ
ら
に

両
側
前
頭
葉
静
脈
性
梗
塞

症
を
発
症
さ
せ
た
」（
原
告

訴
状
の
要
約
）。

　
「
神
経
系
統
機
能
や
精
神

に
著
し
い
障
害
が
残
っ
た
」

と
し
て
、
約
六
、
六

二
一
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
た
Ｏ
さ
ん

側
。
主
な
内
訳
は
慰

謝
料
が
二
千
八
百
万

円
、
逸
失
利
益
が
一
、

三
一
三
万
円
な
ど
だ
。

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝

　「
損
傷
は
予
見
で
き

な
い
」
と
反
論
す
る

大
櫛
耳
鼻
咽
喉
科

　

＝
＝
＝
＝
＝
＝

「
不
法
行
為
が

あ
っ
た
」
と
損
害
賠

償
を
求
め
る
Ｏ
さ
ん

側
に
対
し
、
大
櫛
耳

鼻
咽
喉
科
は
「
損
傷
は

予
見
で
き
な
い
」
と
反

論
。
訴
え
の
棄
却
を
求

め
て
い
る
。
代
理
人
は

島
田
清
弁
護
士
だ
。

「
原
告
（
Ｏ
さ
ん
）

に
対
し
イ
オ
ン
ト

フ
ァ
レ
ー
ゼ
鼓
膜
麻

痺
法
を
施
行
し
た
。
右

鼓
膜
の
切
開
時
に
は
出
血

が
な
か
っ
た
。
通
気
治
療

を
ゆ
っ
く
り
実
施
し
た
時

に
静
脈
か
ら
出
血
。
原
告

の
意
識
が
低
下
し
た
。

被
告
（
大
櫛
耳
鼻
咽
喉

科
）
の
耳
管
通
気
装
置
は

〇
・
一
〜
〇
・
二
気
圧
の

空
気
を
中
耳
に
送
り
込
む
。

通
気
中
の
中
耳
道
気
圧
は

一
・
一
〜
一
・
二
気
圧
に

な
る
。
一
般
医
院
で
は
一
・

五
気
圧
で
あ
る
。

　

通
常
、中
耳
道
気
圧
が
一
・

一
〜
一
・
二
気
圧
の
状
態
で

は
静
脈
球
が
破
裂
損
傷
す
る

だ
け
の
圧
力
が
加
わ
る
と
は

思
わ
れ
な
い
。
被
告
の
医
師

に
は
静
脈
球
の
損
傷
を
予
見

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

六
月
六
日
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

は
両
側
大
脳
半
球
皮
質
で

広
範
な
信
号
の
変
化
が

あ
っ
た
。
て
ん
か
ん
発
作

重
積
状
態
が
原
因
と
思
わ

れ
る
。
体
質
的
な
素
因
（
疾

患
）
の
寄
与
が
考
え
ら
れ

る
」（
被
告
答
弁
書
要
約
）。

　

鼓
膜
の
静
脈
球
が
破
裂

し
て
出
血
、
意
識
不
明
状

態
が
続
く
Ｏ
さ
ん
。
原
因

は
医
療
ミ
ス
か
、
そ
れ
と

も
て
ん
か
ん
発
作
か
。
徳

島
地
裁
は
治
療
行
為
と
「
植

物
」
状
態
の
因
果
関
係
を
ど

う
判
断
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

昭和31年 2月 27日　　　第三種郵便物認可 トリビューンしこく 令和6年（2024年）3月 25日（月曜日）

大
川
隆
法
総
裁
が
死
去
し
て
一
年
が
過
ぎ
た
幸
福
の
科
学
。
次
期
総
裁
候
補
の
最
右
翼
は
二
十
九
歳
年
下
の
妻
で
総
裁
補
佐
の
紫
央
（
し
お
）
氏
。
徳
島
県
出
身
で
、
日
本
銀
行
を
経
て
、
幸
福
の
科
学
に
就
職
。
母
親
は
つ
る
ぎ
町
の
建
設
業
・
㈱
井
上
組
創
業
家
一
族
。

故
三
木
武
夫
元
首
相
の
孫
で
、
故
高
橋
紀
世
子
元
参
院
議
員
次
男
の
高
橋
永
氏
が
、
次
期
衆
院
選
徳
島
一
区
か
ら
の
出
馬
を
模
索
す
る
動
き
。
立
憲
民
主
や
国
民
民
主
関
係
者
に
相
次
ぎ
打
診
。
昨
年
参
院
補
選
を
制
し
た
広
田
一
参
院
議
員
の
野
党
共
闘
戦
略
の
再
現
を
目
指
す
か
。

西
阿
老
人
ホ
ー
ム
組
合

養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
か
り

荘
の
職
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
！

【
受
付
期
間
】

令
和
６
年
４
月
15
日（
月
）か
ら

令
和
６
年
５
月
10
日（
金
）

【
試
験
区
分
と
採
用
予
定
人
数
】

・
介
護
支
援
員　

２
名
程
度

【
第
一
次
試
験
に
つ
い
て
】

　

①
職
務
能
力
試
験

　

②
職
務
適
応
性
検
査

　

③
業
務
適
応
検
査

　

④
論
文
試
験

　

⑤
書
類
審
査

※
第
一
次
試
験
の
合
格
者
を

対
象
に
第
二
次
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

問
西
阿
老
人
ホ
ー
ム
組
合

☎
０
８
８
３‒

52‒

１
４
４
５

詳
細
の
確
認

は
、
美
馬
市

役
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

▲スリリングな演奏で楽しませてくれた山口マ
リさんと西川和一郎さん。

　
患
者
が
意
識
不
明
に
陥
っ
た
原
因
は
、「
医
療
ミ
ス
」

か
「
て
ん
か
ん
発
作
」
か
…
。
徳
島
市
の
八
十
代
の
女

性
が
耳
鼻
科
医
院
で
鼓
膜
の
切
開
手
術
を
受
け
、
意
識
不

明
に
陥
っ
た
。
約
一
年
十
ヶ
月
経
っ
た
い
ま
も
意
識
不
明

状
態
が
続
き
、
人
工
呼
吸
器
で
管
理
さ
れ
て
い
る
女
性
。

成
年
後
見
人
に
選
任
さ
れ
た
弁
護
士
が
耳
鼻
科
医
院
を

提
訴
。
約
六
千
万
円
の
損
害
賠
償
を
求
め
て
い
る
。

518

大櫛耳鼻咽喉科
成年後見人が提訴


